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概要
生体データには体動や環境振動などの外乱が多く含まれ，呼吸
に関する情報の抽出は容易ではない．本展示では，振動セン
サーで取得した生体信号を深層学習で解析し，呼吸状態を分類
する研究を紹介する．本研究では，一般病棟における患者見守
りへの応用を目指し，異常の早期発見や医療従事者の負担軽減
に取り組む．

無呼吸症候群を患っている患者から
体動情報を採取

鎮静下における患者の体動情報を
詳細に分析し、体の事象のモデル
を用いて特徴量を分析

呼吸モデルを定義し、解析的手法および機械学習を
用いた手法による呼吸状態評価を行う

頸部 腹部
呼吸状態評価の流れ

各呼吸状態の体の動き

機械学習による呼吸状態判定
正常呼吸では①腹部と③頸部が同じ動きをする

しかし，実際には患者ごとの個人差が大きく，呼吸状
態評価を行うことは難しい．そこで，機械学習を使用
して正解率向上を目指している．

______________________________
学習モデルにResNetを使用

0

生データ 0
ローパスフィルターをかけて脈拍
などの動きを除去

10秒間

ピーク

1呼吸

様々な方法で学習用データを切り取る

作成した学習用データで機械学習へ

機械学習で使用するデータの作成

______________________________
未知データに対する機械学習
11人の患者データを使用
1人の患者データをテスト用
データとし，その他の患者デー
タを学習用データとする
→未知の患者データに対する正
解率を求める

横軸は患者ID,縦軸は正解率である.
上記グラフでは実際の患者のデータであり，Status1の
呼吸データが少ないため,全体的にStatus1の正解率が低
い傾向がある.203,204,205はStatus1の呼吸状態が存在
しないため,グラフ表示されない.
今後の課題
Status1のデータ数を増やし,正解率を上げる．

気流なしでは①腹部と③頸部が反対の動きをする

低喚気では①腹部と③頸部が反対の動きをし,④いびき
が発生する

低換気

機械学習では,各呼吸状態をStatus1~3,ノイズなど
の呼吸状態ではないものをStatus4~5に分類し
て,未知の患者データがStatus1~3のどれに当た
るかを判定する.

機械学習における呼吸状態の分類

呼吸状態とStatusの対応

④④
ResNetを使用する背景

______________________________
判定結果

判定結果のグラフ表示
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